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 従来の官庁施設における省CO2化対策としては、高効率の設備機器の導入等のハード的な対

策が主であったが、一方で、利用者に対しCO2削減努力を促すソフト的な方策も重要である。

本論文では、ソフト的な方策である電力使用量の「見える化」システムについて、官庁施設へ

の導入に向けての留意事項等を整理し、同システムの効果的な導入につなげることを目的とす

る。 
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１.  はじめに 

 

 地球環境問題、中でも地球温暖化への対策は、重要か

つ喫緊の課題である。北海道洞爺湖サミット首脳宣言

(平成20年 7月8日) においては、世界全体の温室効果

ガス排出量を現状に比して 2050 年までに半減するとい

う長期目標が提案されている。この目標を実現するには、

世界全体の排出量を今後10年から20年程度の間にピー

クアウトさせることが必要とみられ、我が国は 2050 年

までの長期目標として、現状から 60～80％の削減を行

うこととしている。 

これまでにも、CO2排出を削減する様々な取り組みが

行われてきたが、上記の長期目標を達成するためには、

一層の CO2削減策が求められる。本節では、これまでの

国土交通省の施策や法令等の改正動向を踏まえ、更なる

CO2 削減につながる新たな施策として、電力使用量の

「見える化」システムを提案する。 

 

(1)  国土交通省の施策 

国土交通省においては、国家機関の建築物を計画・設

計する際に環境保全上配慮すべき事項を「環境配慮型官

庁施設計画指針 (グリーン庁舎計画指針) 」(平成 10

年) などとして定め、これらを基に、グリーン庁舎の整

備や既存官庁施設のグリーン改修を推進し、照明制御や

太陽光発電、高効率空調機器などのグリーン化技術を官

庁施設に導入しているところである。 

こうした高効率の設備機器等の導入によって、一定程

度の CO2排出削減が期待できるが、これらの技術の多く

は既に一般化してきており、今後、削減効果を大幅に積

み増すには画期的な技術革新が必要である。また、運用

改善に踏み込んだ対策が望まれる。 

 

(2)  法令等の動向 

 地球温暖化対策、省エネルギー推進に関しては、各種

法令等においても対策の強化が行われてきている。特に

重要な動向として、エネルギー使用の合理化に関する法

律 (以下「省エネ法」という) 及び東京都環境確保条例

の改正が挙げられる。 

a)  省エネ法 

省エネ法は、石油危機を契機として昭和 54 年に制定

された。これは、資源の有効利用に資するため、事業所

などでの省エネルギーを進める措置を定めた法律である。

その後数次の改正を経て、平成 15 年度の改正では、エ

ネルギー使用量が年間 1500kl 以上 (原油換算。以下同

じ) の工場・事業所において、経済産業局へのエネルギ

ー使用状況の報告が必要とされることとなった。 

さらに、平成 20 年度の改正で、事業所単位ではなく

事業者全体でのエネルギー使用状況報告が必要とされる

こととなった。そのため、個別には1500klを下回る中小

規模の事業所であっても、事業者全体で1500klを上回る

場合には把握の対象に加わることとなり、対象範囲が広

がることとなった。この改正により、事業者には、省エ

ネルギーを各事業所任せではなく、組織として戦略的に

進めていかなければならなくなった。 

また、報告書の提出やエネルギー管理者の選任を怠っ

た場合には、罰金を科すなどの罰則も含まれている。 

b)  東京都環境確保条例 

東京都は、平成 12 年に環境確保条例を公布し、それ

をもとに平成 14 年度には CO2削減の自主的な取り組み



を促す「地球温暖化対策計画書制度」を実施した。 

当初は、事業者等の自主的な取り組みを促す制度であ

ったが、一層の排出削減を進めるために、同条例は平成

20 年に改正され、大規模事業所に対する削減義務が課

されるとともに、CO2排出量取引制度が導入されること

となった。 

まず、エネルギー使用量が年間 1,500kl 以上の事業所

は、「指定事業所」に指定され、CO2削減のための計画

書提出等が義務付けられる。更に、3 か年度連続して使

用量が年間 1,500kl 以上の場合には「特定事業所」に指

定され、CO2排出量の削減義務が加わるというものであ

る。ただし、排出量取引により削減義務を代替履行する

ことも認められている。なお、削減義務を達しなかった

場合には、罰金を科されるなどの罰則が加わった。 

 

(3)  電力使用量の「見える化」とは 

 これまでの施策の状況や法令等の改正動向から、更な

る CO2削減施策に必要な要素として、次の事項が挙げら

れる。 

まず、これまで主流であった、高効率機器の導入等に

よって直接的に CO2を削減するハード的な施策が頭打ち

になりつつある。この点については、エネルギーの使用

のされ方が施設利用者のふるまいに依存することを考え

ると、従来のハード的な施策に加え、施設利用者に対し

CO2削減を促すソフト的な方策も検討されねばならない。 

また、削減を的確に行うためには、施設のエネルギー

使用量を把握し、適切な省エネ・省 CO2措置を検討する

必要がある。省エネ法の改正動向が示すところでは、今

後は大規模施設のみならず、中小規模の施設も含めて、

一層広範な把握が求められることとなる。更に、都条例

に定められたような削減義務や排出量取引が、今後拡大

する可能性もあり、その前提として使用量把握はますま

す重要になると考えられる。 

電力使用量の「見える化」は、そういった観点から近

年注目されているもので、施設の電力使用状況を集計・

可視化するものである。 

大規模な施設については、中央監視制御設備などでエ

ネルギー使用量データを収集できるようになっている。

しかし、中小規模の施設においても、エネルギー使用量

を効果的に把握できることは有益である。また、施設全

体といった大括りな把握だけでなく、フロア単位や設備

単位で把握し、更に「見える化」することにより、施設

管理者にとどまらず、多くの職員がそれを閲覧し、削減

の成果を実感するようなシステムとすることが望ましい。 

本論文では、これまで先進的に導入されている「見え

る化」システムの整備事例を調査するとともに関係する

製造業者等へのヒアリングをもとに、今後、官庁施設へ

導入を図る際の留意事項等を整理し、「見える化」シス

テムの効果的な導入につなげることを目的とする。 

 

 

２.  これまでの整備事例 

 

 電力使用量の見える化については、近年取り組みが始

まったばかりであり、官庁施設を含め、オフィスビルへ

の導入事例は少ない。本節ではその数少ない事例を調査

し、導入の背景、現状の使われ方、課題などを報告する。 

 

(1)  地方整備局での整備事例 

  対象施設：I総合庁舎 (地上3階) 

   築  年：平成元年 

   延べ面積：1,588㎡ (附属棟含む) 

   職 員 数：約60名 

 

 

 
図-2-1 施設外観 

 

 

 近畿地方整備局営繕部では、平成 18 年度から平成 19

年度にかけ、約 10 件の官庁施設において、分電盤の照

明回路の電力を計測する電力計測装置を導入した。これ

らは照明改修 (Hf 化と調光制御の導入) に併せて行わ

れたものであり、管理官署から更なる省エネにつながる

ものを要望され、導入したものである。 

 ここでは、その代表的な事例であるI総合庁舎を紹介

する。 

 

a)  計測対象 

 庁舎内全ての照明負荷電力使用量及び分電盤単位の電

力使用量 

b)  計測方法 

 各階に設置された分電盤 (全 3面) の内部に多回路電

力計測器を設け、主幹2次側及び照明分岐回路に変流器 

(以下「CT」(Current Transformer) という) をつけて電流

を計測し、電力量を算定するものである。コンセント回

路は直接計測の対象になっておらず、主幹にて計測され

た分電盤全体での消費電力から照明回路での消費分を差

し引くことによってコンセント等での使用分が分かるシ



ステムになっている (図-2-1-1) 。また、空調、衛生と

いった動力回路は対象外となっている。 

 なお、中央監視制御設備は備えられていない (他施設

も同様) 。 

ブレーカー

CT CT
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照明回路１照明回路２

その他回路コンセント回路

分　電　盤

計測器盤

計測機器

設定装置

コンパクト
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設定装置付属
ケーブル
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図-2-1-1 システムの構成と分電盤及び計測器盤内部の状況 

 

c)  データ搬送方式 

分電盤に設置された CT から専用の附属ケーブルによ

り、別盤に収納された電力計測装置に接続されデータが

伝送される。また、データは電力計測装置に差し込まれ

たコンパクトフラッシュカードに蓄積される。他の通信

設備や庁内 LAN には接続されておらず、単独のシステ

ムとなっている。 

d)  データの蓄積方式 

 電力計測装置は、計測データを 1 時間報 75 日分、日

報1年分、月報3年分保存できる。コンパクトフラッシ

ュカードの容量に限りがあるため、施設管理者は、時折

カードからデータを取り出して他のパソコンなどに保存

する必要がある。 

 データは CSV 形式で蓄積されており、グラフ化など

の操作は、施設管理者などが行う必要がある。なお、装

置メーカから、納入時に簡単なグラフ化プログラムを提

供されている。また、機器の取り扱い方法やグラフ化ソ

フトの使い方は、引き渡し時に施設管理者に対して説明

会が行われた (図-2-1-2) 。 

 

 

図-2-1-2 施設管理者への説明資料（抜粋） 

e)  活用状況 

現在、入居庁の施設管理者が電力使用量管理用として

活用している。当該システムは日報、月報、年報などの

表示を行うことによって、変動を確認することができ、

施設管理者によると、この装置を導入して以降、不要な

照明を消灯するようになったという。 

なお、データは施設管理者が閲覧しているのみであり、

職員全体に周知されているわけではない。 

この施設の電力使用量の変遷をグラフで表したものを

示す (図-2-1-3) 。改修後 (平成 20 年度) の電力使用量

は、改修前 (平成 17 年度) と比較して約 3 割削減され

た (改修は平成18年度と19年度に行われた) 。ただし、

削減効果のうち多くは照明改修に伴うものとみられ、見

える化の効果を切り分けるのは困難である。 

 

 
図-2-1-3 施設の電力使用量の変遷 

 

f)  課題など 

 このシステムは LAN に接続されていないため、手動

でデータを取り出す必要がある。導入時には庁内 LAN
への接続も検討されたが、管理官署において、ネットワ

ーク管理上の問題が生じることを懸念し、手動の形にな

った。こうした既存の庁内 LAN を用いたシステムの整

備を計画するにあたり、ネットワーク管理者の理解をど

のように得るのかは課題の一つといえる。 

 また、施設管理者の異動に伴い、システムの運用に関

する引継ぎがうまくできていない施設が数件発生してい

るという。説明資料を分かりやすくするなどし、システ

ムに関する理解度の向上を図り、引継ぎが円滑に行われ

るような工夫が必要である。 



 なお、これまでのところ、機器のトラブルは発生して

いない。 

 

(2)  地方公共団体での整備事例 

    対象施設：N区役所 

本庁舎 (地上20階 地下3階) 

東庁舎 (地上8階地下1階) 

西庁舎 (地上10階 地下2階) 

築  年：平成8年 (本庁舎) 

    延べ面積：約 63,095 ㎡ (本庁舎・東庁舎・西

庁舎の合計) 

    職 員 数：約1,800名 

 

 N 区役所では、地球環境問題への対策への取り組みと

して、自ら入居する庁舎において、温室効果ガスの具体

的削減目標を掲げ、効率の悪くなった設備機器の更新を

行うなど積極的な取り組みが行われている。電力使用量

の「見える化」に関しては、そうしたハード面での整備

の他、ソフト面における対策の実施について検討がされ、

その結果、職員一人一人の節電意識の向上を目指し、新

たに導入されることになったシステムである。 

当該システムは平成21年2月より運用されている。 

a)  計測対象 

 庁舎内全事務室エリアの照明及びコンセント負荷 

b)  計測方法 

 各階に設置された分電盤 (全 59 面) 内部に多回路電

力計測器を設け、分岐回路のうち、事務室内の照明とコ

ンセント回路に CT を取り付け電力消費を計測するもの

である (図-2-2-1) 。 

       

 
図-2-2-1 システムの構成と分電盤及び計測器盤内部の状況 

 

なお、空調、衛生、エレベーターといった動力回路は対

象外となっている。これは、当システムの目的が、事務

室に在室する職員の電力削減努力を「見える化」するこ

とに主眼が置かれ、その努力が直接反映されにくい設備

を対象外としているためである (空調は全館空調であ

る) 。 

 また、既存の中央監視制御設備とは別のシステムとな

っている。 

 

c)  データ搬送方式 

各分電盤に設置された電力計測器から計測伝送ケーブ

ル（EM-FCPEE）で、庁内4箇所の Webサーバユニット

に伝送される。Web サーバユニットから先は、庁内

LAN に接続されており、全職員のパソコンからアクセ

スすることができるシステムとなっている。 

d)  データの蓄積方式 

 各 Webサーバユニットは、計測データを日報 62日分、

月報 24 か月分、年報 3 年分、保存できる。また、CSV
データの形式での出力も可能となっている。なお、ユニ

ットの容量に限りがあるため、施設管理者は定期的にデ

ータをダウンロードして保存する必要がある。 

e)  職員用パソコンへの表示方法 

 データは、各階ごとの照明とコンセントでの消費量を

日報、月報または年報のグラフにして表示される。日報

の場合は、1 時間ごとの計量値を棒グラフで、累積値を

折れ線グラフで表示するほか、指定した期日 (60 日前

まで) の日報と比較しての表示ができる (図-2-2-2) 。 

 

 

図-2-2-2 職員用パソコンへの表示例 
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f)  活用状況 

 職員が閲覧できる各データはフロア単位に集計され、

職員が自らの在室するフロアのデータを閲覧することに

より、自分たちの CO2削減努力を実感することが意図さ

れている。なお、他のフロアや前月との比較閲覧なども

可能である。 

今後は、成績優秀なフロアの取り組み事例を所内に紹

介するなどの方法で、職員の CO2削減努力を促したいと

している。 

g)  課題など 

 使用変更などにより、間仕切りに変更が生じた場合、

当該システムにおいて表示画面の変更等が発生する。そ

うした場合、比較的軽微なシステムの改修であっても現

在、メーカに作業依頼をせざるを得ないということであ

る。そうした点を踏まえると、ユーザー側の作業で簡易

な変更に対応できるものが望ましい。 

 

 

３.  導入へ向けての検討 

 

 これまでの整備事例及び製造業者等へのヒアリングを

踏まえ、導入に向けた考え方の整理を行う。 

 

(1)  計測の対象 

 2. の事例からも分かるとおり、基本的な形としては、

分電盤内の必要な回路に CT を取り付けて計測する方式

となる。なお、CT 内蔵の遮断器も開発されているため、

新営工事において採用を検討できる。 

CTを設置する箇所としては、 

 ・主幹 

 ・照明回路 

 ・コンセント回路 

 ・ファンコイル回路 

が考えられる。その他の回路については、主幹から照明、

コンセント、ファンコイル回路の電力値を差し引くこと

によって算定できる。 

 データは分電盤単位での計測となるため、各フロア単

位での電力使用量の集計ができることとなる。なお、計

測単位は、より細かく (部屋別にするなど) 区分けする

ことも可能であるが、将来的な間仕切りの変更などに伴

い、組み替え工事が必要になる場合もあることから、施

設の性格を考慮して検討することとなる。 

 また、調査事例にはなかったが、動力負荷についても

制御盤の主幹と必要な回路に CT を取り付けることによ

り、計測が可能である。ただし、職員は一つ一つの機器

を直接操作するわけではないので、「空調」「衛生」

「エレベーター」程度の大括りにして表示するのが現実

的と考えられる。 

 

(2)  どのように「見せる」か 

 見える化の実施に際しては、計測結果を誰に対し、ど

のようにビジュアル化し「見せる」のかについて検討す

る必要がある。見る側の意識の向上につながるかどうか

は、測定結果の見せ方如何によると考えられる為、十分

な検討が求められる。 

a)  見せる対象 

 「見せる」対象者については、①施設管理者のみ、②

職員全体、③来庁者等の第三者も含めて、という三段階

のレベルが考えられる。 

 ①の施設管理者のみというのは最低限度のレベルであ

る (図-3-1-1) 。施設管理者が、施設運用上の問題 (ど

こで使いすぎているのか、など) を分析できるものであ

る。2. (1) の事例が該当する。職員に幅広く周知するた

めには、施設管理者がデータを加工し、効果的な見せ方

を工夫しなければならない。 

 

 
図-3-1-1 システム概念図 (①施設管理者を対象) 

 

 

 ②の職員全体を対象とするのは、「見える化」の目的

のひとつが職員による削減努力を促す点にあることから、

望ましい方法であるといえる。2. (2) の事例が該当する。

システム的には、庁内 LANに Webサーバでデータを公

表する形にすることにより、職員のパソコンから閲覧で

きる (図-3-1-2) 。 

 

 

図-3-1-2 システム概念図 (②職員全体を対象) 

 



 ③は、情報表示装置を設置することにより、来庁者等

の第三者も「見せる」対象とするものである。これは、

施設の CO2削減努力を対外的に示すことによって職員の

努力を一層促すのに効果的である (図-3-1-3) 。 

 

図-3-1-3 システム概念図 (③職員全体及び来庁者等を対象) 

 

 

しかし、これまでの調査では、第三者にまで見せる事

例はない。環境対策に対する積極的な取り組みをアピー

ルできる利点があるが、第三者にこのような情報を見せ

るのは、入居官署の理解を得にくいと考えられる。当初

は主に職員が利用する共用スペースに情報表示装置を置

くなどして、抵抗感を徐々になくしていくような形で導

入してゆく方法が考えられる。 

b)  効果的な見せ方 

 単純に実績値を表示するだけでは、それが多いのか少

ないのか分からず、職員の CO2排出削減意欲を高めるこ

とにはならない。 

 事例にもあったとおり、職員の意欲を高めるには、現

状の実績値を比較対象を設け示す方法が効果的であると

いえる。なお、比較対象としては次のようなものが考え

られる。 

 ①これまでの実績との比較 

前日比、前年同月比、等のグラフ表示により、時

間経過に伴う削減努力を表示する (図-3-2-1) 。ある

程度データが蓄積されないと有効にならない。また、

過去の平均値や、それらから設定された削減目標値と

比較する等の方法も考えられる。 

 

図-3-2-1 グラフによる比較の表示例 (日別) 

 ②他のフロアとの比較 

分電盤ごとに計測していれば、フロアごとの表示

ができ、他のフロアにある部署との競争を促すことが

できる。ただし、全館空調、衛生、エレベーターには

適用できない (図-3-2-2) 。 

 
図-3-2-2 グラフによる比較の表示例 (フロア別) 

 

 その他、蓄積値 (kWh) ではなく、リアルタイムでの

電力値 (kW) を表示する方法も考えられる。この場合

には、実際の職員の振る舞いによって表示がリアルタイ

ムに変化するような工夫が望ましい。単に数字を表示す

るだけでなく、伸び縮みするゲージなどの形で表示すれ

ば、見る人に強い印象を与えられる (図-3-2-3) 。 

 

 

図-3-2-3 リアルタイムの状況表示例 



 

 また、電力量 (kWh) から電気料金 (円) に換算して

表示することにより、省エネルギーによるコスト縮減を

実感させるのも効果的と考えられる。ただし、電力の単

価は年度により、また電力自由化の対象となる施設にお

いては電力会社が変わることによって変化する。したが

って、時期毎に適用する単価を施設管理者の手により変

更できるようなシステムとする必要がある。 

 

(3)  分析の機能 

 システムには、電力使用の実態に関する詳細なデータ

が集まるため、これらを分析する機能を持つことが望ま

しい。特に、(2) a) ③のように、情報表示装置などによ

り来庁者等の第三者も「見せる」対象としている場合に

は、電力使用量の増減について合理的な説明ができるよ

うに分析しておくことは重要である。 

 分析の切り口としては、以下のものが考えられる。 

 ①施設を利用する人数との関係 

  各年度ごとの職員数で除することにより、職員数あ

たりの電力使用量が明らかとなる。また、フロア毎の

人数や来庁者数も入力できると、一層詳しい分析が可

能となる。ただし、データ入力作業が煩雑であると利

用されなくなるおそれがあるため、できるだけシンプ

ルなシステムとすることが望ましい。 

 ②天候との関係 

  毎日の天候のデータ、具体的には外気温や湿度、照

度などを記録し、それらと空調設備や照明設備での電

力使用量との相関関係を調べることができる。 

 

 以上のような分析は、施設管理者がシステムを用いて

行ってもよいが、データをアウトプットして分析を外部

に依頼することも可能である。例えば、設備の維持管理

業務を外注している場合には、データの分析と省エネ対

策の検討・提案を業務に含めて発注することが考えられ

る。 

 

(4)  運用・管理面での工夫 

 「見える化」システムは、それを導入するだけでなく、

その後の運用・管理面においても工夫が必要である。 

まずはシステムの存在そのものを、施設管理者はもと

より、職員にも幅広く周知し、利用を促すことが必要で

ある。そのためには、施設管理者に対し、システムに関

する十分な説明を行い、その意義について理解を得るこ

と、また入居官署においては、システムを有効に活用し

た省エネの推進活動を行ってもらうことなどが考えられ

る。 

 

例えば、システムのデータを活用して、職員に対して

削減成果を分かりやすく周知する所内報を作ってもらう

など、職員のモチベーションを上げる工夫をしてもらう

のが有益である。入居官署内に省エネを推進する体制が

すでにある場合には、その確認ツールとしてシステムの

利用を位置づけてもらえばよい。 

また、施設管理者や職員がシステムを着実に利用する

よう、簡単な操作で使えるものにする他、引継ぎが容易

に行われるよう、分かりやすい説明資料等を用意すると

いった工夫も有効である。 

施設完成後も、保全指導など、現地を訪れる機会を活

用して、施設管理者にシステムの存在や活用方法を教示

し、利用を促すのがよい。例えば、日報の形で表示する

だけでも、昼休み時間中の消灯漏れや残業の状況を確認

することができ、削減への手がかりになる。 

さらに、間仕切り変更に伴うシステムの画面変更など

も、面倒な業務発注が必要であると、更新が滞り、シス

テムが使われなくなってしまうきっかけともなりかねな

い。これらも施設管理者の簡易な作業で行えるものが望

ましい。 

 

 

４.  おわりに 

 

 「見える化」システムは、職員等の CO2削減努力を促

すためのものであり、それ自体が CO2を削減するわけで

はないという点で、照明制御や太陽光発電等の他のグリ

ーン化技術とは異なる特色をもつ。そのため、導入にあ

たっては、システムがどのように使われるのかについて

の明確なイメージを持ち、管理官署に対しては十分な説

明と、運用段階にも踏み込んだ提案が必要である。 
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備局営繕部整備課、内閣府沖縄総合事務局営繕課の協力

により作成されました。特に、近畿地方整備局営繕部整

備課には、詳細な事例調査を実施して頂きました。 

 また、「見える化」システムの先導的な導入事例をお

持ちのN区役所には、現地視察の機会を頂き、大いに示

唆を受けました。 

記して謝意にかえます。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


